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ふるさと探訪PART112    ２P～４P
第二十六回更埴地区短詩型文学祭    ５P～６P
第五十五回坂城町書初展、500字リレー    ７P
お知らせ、館説「開畝」    ８P

❖主な内容❖

ライフ・ステージエコー2022
　1月8日（土）、若きミュージシャンの皆さんのパ
ワーが一体となったビッグバンド「大都ジャズオー
ケストラ」によるコンサートが坂城テクノセンターで
開催されました。
スウィングジャズからビバップ、ボサノバジャズな
ど、幅広いプログラムが演奏され、観客の皆さんは
迫力のあるジャズ音楽を楽しんでいました。

　「
咲
い
た
。
咲
い
た
。
チ
ュ
ー
リ
ッ

プ
の
花
が
～
♪
」

　
あ
た
た
か
い
陽
射
し
に
誘
わ
れ

る
よ
う
に
、
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
の
花
が

咲
き
始
め
ま
し
た
。
チ
ュ
ー
リ
ッ

プ
も
桜
と
同
じ
で
、
寒
い
冬
を
越

す
こ
と
に
よ
っ
て
、
き
れ
い
な
花
を

咲
か
せ
ま
す
。
き
れ
い
な
花
が
咲

い
た
と
い
う
こ
と
は
、
こ
の
冬
の
寒

さ
が
厳
し
か
っ
た
こ
と
を
物
語
っ

て
い
ま
す
。

　
こ
の
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
の
原
産
地

は
、
ど
こ
だ
と
思
い
ま
す
か
？

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
の
背
後
に
風
車
を

取
り
入
れ
た
写
真
を
よ
く
見
か
け

ま
す
か
ら
、
多
く
の
み
な
さ
ん
が

「
オ
ラ
ン
ダ
」
と
答
え
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
し
か
し
、
原
産

地
は
ト
ル
コ
だ
そ
う
で
す
。「
チ
ュ
ー

リ
ッ
プ
」
の
こ
と
を
ト
ル
コ
語
で

「
ラ
ー
レ
」と
い
い
ま
す
。ど
う
し
て
、

「
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
」
と
い
う
名
前
に

な
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　「
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
」(T

ulip)

と
い

う
名
前
は
、
中
近
東
の
人
々
が
頭

に
被
る
布
を
巻
い
た
帽
子
タ
ー
バ

ン
に
由
来
す
る
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
ト
ル
コ
語
で
タ
ー
バ
ン
を
「
ツ

リ
バ
ン
」（tulipan

）
と
い
い
ま

す
。
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
ト
ル
コ
駐

在
外
交
官
ブ
ズ
ベ
ッ
ク
が
、
チ
ュ
ー

リ
ッ
プ
を
見
て
、
そ
の
名
前
を
ト

ル
コ
人
に
た
ず
ね
ま
し
た
。
と
こ

ろ
が
、
ト
ル
コ
人
は
花
の
形
を
聞

か
れ
た
と
勘
違
い
し
て
し
ま
い
ま

す
。
そ
こ
で
、
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
は

タ
ー
バ
ン
に
似
て
い
る
と
思
い
、「
ツ

リ
バ
ン
」
の
ラ
テ
ン
語
訳
で
あ
る

「
チ
ュ
ー
リ
バ
ン
」
と
答
え
ま
し
た
。

こ
の
「
チ
ュ
ー
リ
バ
ン
」
を
外
交
官

ブ
ズ
ベ
ッ
ク
が
花
の
名
前
と
勘
違
い

し
た
ま
ま
、
よ
そ
で
紹
介
し
て
し
ま

い
ま
し
た
。「
チ
ュ
ー
リ
バ
ン
」
は
、

そ
の
後
「
チ
ュ
ー
リ
ッ
パ
」
に
変
わ

り
、
現
在
の
「
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
」
に

変
化
し
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
本

来
な
ら
ば
、「
ラ
ー
レ
」
と
い
う
名
前

が
世
界
中
に
広
が
る
は
ず
だ
っ
た
の

で
す
が
、
人
間
の
勘
違
い
に
よ
っ
て

「
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
」
と
い
う
全
く
別
の

名
前
が
世
界
中
に
広
が
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。

　
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
の
名
前
は
、
何
十

年
も
か
け
て
世
界
に
広
が
り
ま
し

た
。
し
か
し
、
S
Ｎ
S
が
隆
盛
す
る

現
代
社
会
に
お
い
て
は
、
勘
違
い
や

間
違
っ
た
情
報
も
瞬
く
間
に
拡
散
さ

れ
て
し
ま
い
ま
す
。
最
近
で
は
、
ロ

シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
に
お

い
て
、さ
ま
ざ
ま
な
フ
ェ
イ
ク
ニ
ュ
ー

ス
が
拡
散
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
ど
ん

な
時
代
に
お
い
て
も
、
情
報
を
発
信

す
る
側
も
、
情
報
を
受
け
取
る
側
も
、

そ
の
情
報
の
真
偽
を
見
極
め
る
こ
と

が
と
て
も
重
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
正
し
く
は
、「
咲
い
た
。
咲
い
た
。

ラ
ー
レ
の
花
が
～
♪
」
と
な
り
そ
う

で
す
が
、
慣
れ
親
し
ん
だ
「
咲
い
た
。

咲
い
た
。
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
の
花
が
～

♪
」
が
や
っ
ぱ
り
落
ち
着
き
ま
す
ね
。

（
T
・
T
）

（
参
考
資
料
：
は
な
物
語
）

お　知　ら　せ

公民館文化講座 リトミック教室

キッズスポーツ教室
申込開始� ４月 ４日（月） 8:30
 ※年度途中からの受講も受け付けます。
申請場所� 坂城町公民館（文化センター２階）
　　　　　 ※ 申込書は町HP、公民館にあります。
 　受講料を添えてお申し込みください。
受 講 料 １人１講座につき受講料3,000円
開 講 式 ４月15日（金）19:00〜　
 文化センター１階大会議室
 ※ 講座の進め方などの打ち合わせを行

いますので、必ず出席してください。

　令和４年度文化講座の受講生を募集します。全講
座初心者を対象としていますので、ぜひお申し込み
ください。なお、複数の講座の受講もできます

　音楽（リズム）を用いて人間形
成に欠かせない「社会性」、「創造
性」、「感受性」を育てる楽しい講
座です。保護者と子どもで参加し
てください。

　軽運動や楽しいゲームなどで基礎的な身体づくり、
コミュニケーションづくりをする講座です。

　今年の８月15日（月）に開催を予定している二十歳のつどいの実行委員を
募集しています。興味のある方は公民館事務局までご連絡ください。
　該当者：平成13年４月２日から平成14年４月１日生まれの方です。

二十歳のつどい
実行委員募集中！

申込開始 ４月４日（月）　8:30
期　　日� ４月27日〜２月22日　毎週水曜日（年間40回）
 10:00〜11:30
会　　場 文化センター大会議室
指 導 者 中沢敏江さん（リトミック研究センター特別講師）
対　　象� １歳〜未就園児とその保護者（１歳未満は要相談）
受 講 料� 8,000円　　定　　員　20組

申込開始� ４月11日（月）　8:30
期　　日� ５月11日〜３月8日　毎週水曜日（年間30回）
 16:30〜17:30
会　　場� 坂城町武道館
指 導 者� 長野体育指導センター指導員
対　　象� ４・５歳児
受 講 料� 15,000円　　定　　員　30名

俳
　
　句

コ
ー
ラ
ス

短
　
　歌

木
　
　彫

茶
　
　道

（
表
千
家
）

陶
　
　芸

茶
　
　道

（
裏
千
家
）

盆   

栽

書
　
　道

詩
を　楽

し
む

季
節
の

郷
土
料
理

自主講座

古 

文 

書

絵
　
　画
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の
息
切
れ
、
程
よ
く
流
れ
る
汗
、

や
は
り
最
初
は
思
う
よ
う
に
体

が
動
か
な
い
。
で
も
疲
労
の
奥

に
爽
や
か
さ
や
体
が
ス
ッ
キ
リ

し
た
よ
う
な
感
覚
。 

　
運
動
後
の
食
事
が
い
つ
に
も

増
し
て
美
味
し
く
感
じ
る
。
そ

し
て
よ
く
寝
れ
る
。 

　
三
日
坊
主
に
な
る
も
の
か
と

気
合
を
入
れ
、
桜
餅
が
美
味
し

い
季
節
、
冷
や
し
中
華
が
美
味

し
い
季
節
、
焼
き
芋
が
食
べ
た

く
な
る
季
節
が
過
ぎ
、
そ
し
て

鍋
で
あ
っ
た
ま
る
季
節
。 

　
な
ん
と
、
一
年
続
け
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
!! 

　
で
き
な
く
な
っ
た
こ
と
で
落

ち
込
む
の
で
は
な
く
、
で
き
る

こ
と
に
目
を
向
け
喜
ん
で
行
う

こ
と
で
こ
ん
な
に
も
充
実
す
る

こ
と
が
で
き
る
と
実
感
し
ま
し

た
。

　
次
は
、
飯
田
美
名
さ
ん
で
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
に
な
り
生
活
が
大

き
く
変
化
し
ま
し
た
。 

　
以
前
の
よ
う
に
気
軽
に
旅
行

や
、
友
た
ち
と
の
交
友
、
大
人

数
で
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
、
人
と

直
に
触
れ
合
う
機
会
が
少
な
く

な
り
、
我
慢
が
強
い
ら
れ
る
期

間
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。 

　
20
代
前
半
、
今
が
い
ち
ば
ん

体
力
も
あ
り
、
時
間
も
あ
り

色
々
楽
し
め
る
か
な
と
思
っ
て

い
た
矢
先
の
コ
ロ
ナ
禍
。
多
く

の
方
々
同
様
、
少
な
か
ら
ず
ス

ト
レ
ス
を
抱
え
る
時
期
も
あ
り

ま
し
た
。 

　
し
か
し
、
せ
っ
か
く
な
の
で

こ
の
機
会
に
今
ま
で
や
ら
な

か
っ
た
こ
と
を
や
ろ
う
と
思
い
、

約
一
時
間
ほ
ど
の
ラ
ン
ニ
ン
グ

や
、
動
画
を
見
な
が
ら
自
宅
で

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
２
０
２
１
年

１
月
か
ら
始
め
ま
し
た
。 

　
運
動
は
も
と
も
と
好
き
で
し

た
が
、
高
校
を
卒
業
し
て
以
来
、

全
く
と
言
っ
て
い
い
ほ
ど
体
を

動
か
し
て
は
い
ま
せ
ん
。
久
々

５
０
０
字
リ
レ
ー
ト
ー
ク

チ
ャ
レ
ン
ジ西

澤
　優
葵

写
真
１
　
耕
雲
寺
杉
並
木

写
真
２
　
山
門
下
の
枝
垂
桜

写
真
３
　
本
堂
と
枝
垂
桜

写
真
４
　
参
道
の
桜
並
木
と
石
仏

～桜めぐりと文化財（その２）～
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１
　
耕
雲
寺

　
曹
洞
宗
龍
田
山
耕
雲
寺
は
、
洞

岩
沢
に
よ
っ
て
で
き
た
扇
状
地
の

扇
頂
部
に
位
置
し
、
背
後
の
陣

場
鳥
越
山
、
太
郎
山
に
抱
か
れ
る

よ
う
に
し
て
建
っ
て
い
ま
す
。
参

道
は
一
五
〇
ｍ
に
わ
た
る
杉
並
木

で
、
町
の
天
然
記
念
物
に
指
定

さ
れ
て
い
ま
す
。
か
つ
て
は
百
本

余
り
あ
っ
た
と
み
ら
れ
、
逐
次
植

え
継
ぎ
を
し
、
現
在
も
七
十
本

以
上
が
参
道
と
そ
の
周
辺
に
立

ち
並
ん
で
い
ま
す
。
昭
和
四
九
年

（
一
九
七
四
）
の
指
定
当
時
、
樹

齢
の
長
い
も
の
は
、
三
百
年
に
届

く
と
推
定
さ
れ
ま
し
た
。
参
道
入

り
口
に
立
つ
石せ
き
ど
う幢
二
基
の
う
ち
一

基
に「
元
禄
二
巳
年
」（
一
六
八
九
）

と
刻
ま
れ
て
お
り
、
杉
も
そ
の
こ

ろ
植
え
ら
れ
た
と
考
え
る
と
、
令

和
四
年
現
在
で
は
、
三
百
年
を
超

え
て
い
ま
す
。（
写
真
1
）

　
杉
並
木
を
抜
け
る
と
、
石
段
の

上
に
山
門
が
見
え
、
石
段
の
右
側

で
大
き
な
枝
垂
桜
が
迎
え
て
く
れ

ま
す
。
左
側
に
は
「
不
許
葷
酒
入

山
門
（
葷く
ん
し
ゅ酒
山さ
ん
も
ん門
に
入
る
を
許
さ

ず
）」と
彫
ら
れ
た
結
界
石
が
立
っ

て
い
ま
す
。
石
段
を
上
る
途
中
か

ら
、
山
門
の
奥
に
も
枝
垂
桜
が
揺

　ＰＡＲＴ109に続き、第二弾をお届けします。今回も３か所を選びました。お花見を楽しみながら、
ふるさとの歴史や文化に触れてみましょう。

れ
て
見
え
ま
す
。「
竜
田
山
」
の

扁へ
ん
が
く額
が
掛
か
る
門
を
く
ぐ
っ
て
境

内
へ
。
左
手
に
枝
垂
桜
、
そ
の
奥

に
僧
堂
・
衆し
ゅ

寮り
ょ
う

、
右
手
に
は
鐘
楼

と
庫く
り裡
、
そ
し
て
正
面
に
最
も
大

き
な
建
物
が
見
え
ま
す
。
耕
雲
寺

の
本
堂
で
す
。
扁
額
に
は
「
阿あ

蘭ら
ん

若に
ゃ

」
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。『
広

辞
苑
』
に
よ
る
と
、「
人
里
か
ら

離
れ
た
修
行
す
る
の
に
適
し
た
閑

静
な
土
地
。
ま
た
、
そ
こ
に
作
ら

れ
た
庵い
お
り

な
ど
。」
を
意
味
す
る
サ

ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
だ
そ
う
で
す
。

私
た
ち
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ

る
杉
並
木
や
枝
垂
桜
は
、
修
行
の

場
を
構
成
す
る
要
素
と
も
言
え
ま

し
ょ
う
。
こ
の
本
堂
は
寛
政
十
二

年
（
一
八
〇
〇
）
に
建
て
ら
れ
た

も
の
で
、
本
尊
の
釈
迦
牟
尼
仏
が

安
置
さ
れ
て
い
ま
す
。（
写
真
2
、

3
）

　
耕
雲
寺
は
、
寛
文
六
年

（
一
六
六
六
）
に
現
在
地
へ
移
転

す
る
ま
で
、
横
尾
地
区
の
字
北
玄

古
に
あ
っ
た
と
伝
わ
り
ま
す
。
元

和
年
間
（
一
六
一
五
～
一
六
二
三
）

に
玄
古
と
い
う
僧
が
た
ば
こ
の
種

を
携
え
て
寺
に
入
り
、
こ
の
地
に

た
ば
こ
栽
培
を
広
め
ま
し
た
。
こ

の
た
ば
こ
は
「
玄
古
た
ば
こ
」
と

呼
ば
れ
、
江
戸
で
も
知
ら
れ
る
銘

柄
と
な
り
ま
し
た
。
玄
古
の
墓
は

北
玄
古
の
墓
地
の
一
角
に
あ
り
、

周
辺
に
は
南
玄
古
、
上
玄
古
と
い

う
字
名
が
残
っ
て
い
ま
す
。

２
　
成
福
寺

　
鬼
峰
山
成
福
寺
は
、
山
金
井

に
所
在
す
る
、
町
内
唯
一
の
真
言

宗
の
寺
で
す
。
本
尊
は
薬
師
如
来

で
、
現
在
は
住
職
を
置
い
て
い
ま

せ
ん
。（
写
真
4
）

第
55
回

　坂
城
町
書
初
展

✿
坂
城
町
長
賞	

	
	

　
坂
城
小
5
年	

千
野
　
桧
依

	

✿
町
教
育
長
賞	

	

　
南
条
小
６
年	

池
田
　
早
良

✿
町
書
道
協
会
長
賞	

	

　
村
上
小
４
年	

松
下
　
心
玲

✿
中
学
生
の
部
金
賞

　
坂
城
中
１
年	

玉
井
　
里
奈

　
坂
城
中
２
年	

宮
下
　
莉
子

　
第
55
回
坂
城
町
書
初
展
を
１
月
４
日
～
６
日
に
文
化
セ
ン
タ
ー
で

開
催
し
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、

書
初
展
の
み
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
が
、
56
作
品
が
出
品
さ
れ
、
多

く
の
皆
さ
ん
に
観
覧
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
入
賞
さ
れ
た
方
々
を
紹
介
し
ま
す
。

―
敬
称
略
―

◆
金
　
賞	

	

　
坂
城
小
５
年	

宮
沢
　
紗
世

　
南
条
小
１
年	

吾
妻
　
丈
優

　
南
条
小
５
年	

吾
妻
　
啓
志

　
一
　
　
般	

小
出
　
真
生

　
高
　
　
校	

重
倉
　
　
嶺

◆
銀
　
賞	

	

　
坂
城
小
３
年	

岩
淺
　
采
実

　
坂
城
小
３
年	

黒
田
　
樹
那

　
坂
城
小
４
年	

冨
山
　
心
菜

　
坂
城
小
６
年	

成
澤
　
　
葵

　
南
条
小
３
年	

大
塚
　
　
柚

　
南
条
小
５
年	

宮
下
紗
里
那

　
南
条
小
５
年	

三
井
　
陽
登

　
南
条
小
６
年	

韮
沢
　
侑
海

　
村
上
小
２
年	

中
澤
　
心
結

　
坂
城
中
１
年	

岩
戸
　
真
一

　
坂
城
中
１
年	

仙
田
　
美
月

　
坂
城
中
２
年	

西
澤
　
早
絵

　
坂
城
中
２
年	

宮
沢
　
華
奈

　
高
　
　
校	

栗
原
　
夏
来

　
高
　
　
校	

柳
澤
　
光
樹

◆
銅
　
賞	

	

　
坂
城
小
２
年	

成
澤
　
　
岳

　
坂
城
小
３
年	

仙
田
　
祐
月

　
坂
城
小
３
年	

石
倉
　
由
麻

　
坂
城
小
４
年	

成
澤
　
凜

　
坂
城
小
４
年	

鈴
木
　
彩
葉

　
坂
城
小
５
年	

柳
沢
　
美
帆

　
坂
城
小
５
年	

吉
池
　
幸
咲

　
南
条
小
２
年	

中
島
美
紀
子

　
南
条
小
４
年	

柳
沢
　
美
麗

　
南
条
小
４
年	

重
倉
　
　
凛

　
南
条
小
５
年	

片
山
　
太
一

　
南
条
小
６
年	

小
宮
山
瑛
太

　
南
条
小
６
年	

中
島
　
凜
音

　
南
条
小
６
年	

真
柴
　
澄
怜

　
村
上
小
２
年	

荻
原
　
心
雪

　
村
上
小
４
年	

星
本
　
真
希

　
坂
城
中
１
年	

林
　
　
美
咲

　
坂
城
中
２
年	

片
山
　
夏
美

　
坂
城
中
２
年	

栗
原
　
莉
来

　
坂
城
中
２
年	

三
井
　
恒
輝

　
一
　
　
般	

柳
澤
　
謙
二

　
一
　
　
般	

宮
島
　
郁
子

　
一
　
　
般	

栗
原
か
ず
子
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南
条
小
学
校
方
面
か
ら
仁
王

坂
を
の
ぼ
る
と
、
突
き
当
た
り

に
石
段
と
、
そ
の
上
に
参
道
の

桜
並
木
が
見
え
ま
す
。
石
段
の

脇
に
勢せ
い

至し

菩ぼ

薩さ
つ

、
参
道
の
両
脇

に
頭
部
の
な
い
地
蔵
や
二
十
三

夜
塔
が
建
つ
な
ど
、
境
内
に
は

石
造
文
化
財
が
多
く
残
り
、
特

徴
的
な
も
の
ば
か
り
で
す
。
住

宅
地
の
す
ぐ
そ
ば
に
あ
り
な
が

ら
、
霊
場
の
雰
囲
気
が
漂
い
ま

す
。
地
蔵
の
頭
部
が
な
い
の
は
、

明
治
元
年
（
一
八
六
八
）
の
神

仏
分
離
令
を
き
か
っ
け
に
起

こ
っ
た
廃
仏
毀
釈
運
動
に
よ
り
、

仏
像
の
頭
部
を
落
と
す
行
為
が

横
行
し
た
た
め
で
す
。
本
堂
寄

り
の
北
側
の
桜
の
木
の
下
に
は
、

少
し
変
わ
っ
た
石
造
物
が
。
か

わ
い
ら
し
い
僧
侶
が
描
か
れ
て

い
ま
す
。『
坂
城
の
石
造
文
化
財
』

に
は
「
鳥
獣
供
養
塔
」
と
記
載

さ
れ
て
い
ま
す
。
躍
動
感
の
あ

る
線
刻
で
、
ち
ょ
う
ど
僧
侶
の

口
の
あ
た
り
が
窪く
ぼ

ん
で
い
る
た

め
、
し
ゃ
べ
っ
て
い
る
よ
う
に

見
え
ま
す
ね
。
動
物
の
供
養
の

た
め
、
お
経
を
あ
げ
て
い
る
の

で
し
ょ
う
か
。（
写
真
5
）

　
成
福
寺
は
、
江
戸
時
代
の
安

永
二
年
（
一
七
七
三
）
に
建
て

た
お
堂
か
ら
始
ま
っ
た
と
い
わ

れ
ま
す
が
、
境
内
に
五
輪
塔
の

一
部
と
み
ら
れ
る
石
塔
の
か
け

ら
が
多
数
あ
る
こ
と
か
ら
、
中

世
ま
で
遡
る
か
、
周
辺
に
中
世

か
ら
続
く
霊
場
が
あ
っ
た
も
の

と
思
わ
れ
ま
す
。
現
在
建
つ
本

堂
は
、
明
治
九
年
（
一
八
七
六
）

に
火
災
で
焼
失
し
た
の
ち
、
翌

年
に
再
建
し
た
も
の
で
す
。
明

治
六
年
か
ら
焼
失
ま
で
は
、
金

井
学
校
の
校
舎
と
し
て
使
用
さ

れ
ま
し
た
。
金
井
学
校
の
校
舎

配
置
図
に
は
、
本
堂
の
ほ
か
、

現
在
の
本
堂
の
位
置
に
護
摩

堂
、
そ
の
南
に
観
音
堂
が
描
か

れ
て
い
ま
す
。

　
成
福
寺
に
は
、
男お

谷だ
に

彦ひ
こ

四し

郎ろ
う

と
石
黒
忠た
だ
の
り悳
の
遺
墨
が
残
っ
て

い
ま
す
。（
写
真
6
、
7
）
男
谷

彦
四
郎
は
、
文
化
一
〇
年
か
ら

文
政
三
年
（
一
八
一
三
～
二
〇
）

ま
で
中
之
条
代
官
を
務
め
ま
し

た
。
燕
斎
の
号
を
持
ち
、
幕
府

の
表お

も
て

祐ゆ
う
ひ
つ筆
も
務
め
た
能
書
家
で

し
た
。
扁
額
に
力
強
い
筆
遣
い

で「
醫
王
殿
」と
書
い
て
い
ま
す
。

医
王
（
醫い

王お
う

）
と
は
、
薬
師
如

来
の
異
称
で
す
。
現
在
は
隣
接

す
る
山
金
井
公
民
館
に
収
蔵
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
石
黒
忠
悳
も
、
中
之
条
代
官

所
に
縁
の
人
物
で
す
。
安
政
四

年
（
一
八
五
七
）、
十
三
歳
の
時

に
、
木
村
董と
う
へ
い平
代
官
の
手
代
で

あ
っ
た
叔
父
が
中
之
条
に
赴
任

す
る
際
、
母
と
共
に
同
行
し
、

叔
父
と
同
居
し
な
が
ら
勉
学
に

励
み
ま
し
た
。
中
之
条
の
中
島

銀
右
衛
門
に
学
ん
で
い
ま
す
。

翌
年
に
母
が
病
死
し
、
成
福
寺

で
亡な

き
が
ら骸
を
火
葬
に
付
し
ま
し
た
。

そ
う
し
た
縁
か
ら
か
、
本
堂
の

扁
額
「
鬼
峯
山
」
を
揮き

毫ご
う

し
て

い
ま
す
。
署
名
に
「
従
三
位
勲

一
等
男
爵
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、

明
治
四
〇
年
頃
、
忠
悳
が
60
歳

を
過
ぎ
た
頃
の
書
だ
と
思
わ
れ

ま
す
。

３
　
常
山
隄
及
び
常
山
隄
碑

常じ
ょ
う

山ざ
ん
て
い隄
は
、
字
四
反
田
に
残

る
江
戸
時
代
の
堤
の
一
部
で
す
。

四
ツ
屋
で
国
道
18
号
線
と
し
な

の
鉄
道
の
交
差
す
る
辺
り
か
ら
、

西
に
向
っ
て
一
三
〇
ｍ
ほ
ど
伸

び
て
い
ま
す
。
現
在
は
堤
防
の

内
側
に
な
り
目
立
ち
ま
せ
ん
が
、

桜
が
開
花
す
る
と
遠
く
か
ら
で

も
そ
の
位
置
が
わ
か
り
ま
す
。

常
山
隄
に
は
見
事
な
桜
並
木
が

あ
る
の
で
す
。

　
並
木
の
中
に
、「
常
山
隄
碑
」

と
い
う
大
き
な
石
碑
が
建
っ
て

い
ま
す
。弘
化
二
年（
一
八
四
五
）

の
常
山
隄
完
成
を
記
念
し
、
そ

の
由
来
を
刻
ん
だ
も
の
で
す
。

常
山
隄
と
共
に
、
町
指
定
文
化

財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。（
写

真
8
、
9
）

碑ひ

文ぶ
ん

は
、
次
の
よ
う
な
こ
と

を
伝
え
て
い
ま
す
。
こ
の
地
は

千
曲
川
の
水
が
激
し
く
当
た
る

場
所
で
、
大
雨
で
氾
濫
す
る
た

ふ
つ
う
中
心
花
が
　
大
き
く
良
い
果
実
と

な
る

リ
ン
ゴ
農
家
は
　
売
れ
る
リ
ン
ゴ
を
作
ろ

う
と

花
摘
み
・
粗
摘
果
　
本
摘
果
　
見
直
し
摘

果
と

秋
ま
で
３
回
　
木
と
向
き
合
い
　
手
で
摘

ん
で
い
く

　
１
０
０
個
の
リ
ン
ゴ
を
収
穫
す
る
た
め
に

　
２
０
０
０
を
落
と
し
て
い
く

「
こ
ん
な
年
は
　
今
ま
で
　
な
か
っ
た
。

切
な
い
ね
ぇ
」

「
農
業
は
　
自
然
半
分
人
間
半
分
だ
か
ら

仕
方
な
い
ね
ぇ
」

「
残
っ
た
も
の
精
一
杯
や
っ
て
　
来
年
ま
つ

さ
」

何
十
年
も
リ
ン
ゴ
づ
く
り
を
し
て
き
た
農

夫
た
ち

　
花
を
摘
む
手
が
　
止
ま
る

　
地
球
温
暖
化
と
異
常
気
象

記
録
的
な
暖
冬
　
猛
暑
　
集
中
豪
雨
　
干

ば
つ
…

　
コ
ロ
ナ
禍
　
高
齢
化
…

こ
の
３
〜
５
月
　
長
野
県
内
農
作
業
中
死

亡
事
故
５
件

リ
ン
ゴ
畑
は
　
ど
う
な
っ
て
い
く
の
だ
ろ

う仲
間
た
ち
と
共
に
　
今
年
ど
う
乗
り
切
っ

て
い
く
か

　
地
球
温
暖
化
と
　
ど
う
む
き
あ
い

　
明
日
を
作
っ
て
い
く
の
か

破
け
た
長
靴
で
　
三
脚
を
上
が
っ
た
り
下

が
っ
た
り

　
変
調
き
た
し
た
リ
ン
ゴ
の
木
で

一
つ
で
も
よ
い
果
実
を
と
　
摘
果
作
業
を

し
て
い
る

『
鳥
が
ま
た
帰
っ
て
く
る
と
　
あ
あ
春
が

き
た
な
と
思
う

で
も
朝
早
く
起
き
て
も
　
鳥
の
声
が
し
な

い
。

そ
れ
で
い
て
　
春
だ
け
が
や
っ
て
く
る
』

　
　
　
レ
イ
チ
ェ
ル
・
カ
ー
ソ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　「
沈
黙
の
春
」
よ
り

　
２
０
２
１
年

信
州
は
厳
し
い
リ
ン
ゴ
づ
く
り
に
　
な
り

そ
う
だ

「
俳
句
の
部
」

◆
佳
作

　
雨
あ
が
り
大
き
な
に
じ
が
笑
っ
て
る

　
　

　村
上
小
学
校
　五
年
　柳
澤
　
　蓮

外
で
れ
ば
い
っ
て
ら
っ
し
ゃ
い
せ
み
が
言
う

村
上
小
学
校  

五
年
　川
島
　美
咲

「
川
柳
の
部
」

◆
奨
励
賞

　
夏
の
空
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
見
つ
け
た
よ

村
上
小
学
校
　六
年
　ホ
シ
ハ
ラ
イ
タ
ル

◆
佳
作

　
ド
ン
ド
ン
と
空
で
大
き
な
花
が
咲
く

　
　村
上
小
学
校
　五
年
　平
林
　
　風

さ
か
き
ま
ち
し
ぜ
ん
や
さ
し
さ
あ
ふ
れ
て
る

南
条
小
学
校
　五
年
　吾
妻
　蒼
太

◆
入
選

か
え
る
さ
ん
え
さ
を
た
べ
ず
に
し
ら
ん
ぷ
り

坂
城
小
学
校
　二
年
　酒
井
　優
芽

「
現
代
詩
の
部
」

◆
佳
作

　
　
じ
い
ち
ゃ
ん

南
条
小
学
校
　三
年
　山
崎
　春
花

じ
い
ち
ゃ
ん
ち
に
行
っ
た
ら
い
つ
も
お
い

て
あ
る
ま
く
ら
が
な
か
っ
た
。

じ
い
ち
ゃ
ん
は
い
つ
も
わ
た
し
が
べ
ん

き
ょ
う
を
し
て
い
る
と
き
に
ふ
え
を
ふ
い

て
い
た
。

　
わ
た
し
は
、
そ
の
話
し
を
し
て
な
い
た
。

い
つ
も
い
る
場
所
に
じ
い
ち
ゃ
ん
が
い
な

い
と
さ
み
し
い
。

　
早
く
元
気
に
な
っ
て
ほ
し
い
。

◆
入
選

　
　
花
火　南

条
小
学
校
　三
年
　南
澤
　乃
愛

　
火
の
花

　
さ
け
さ
け

　
夏
の
　
夜
の
　
に
わ
に

　
さ
い
て
　
ち
っ
て

　
ち
っ
て
　
き
え
て

　
き
え
て
も
ま
だ
の
こ
る

　
と
じ
た
　
目
の
中
に

　
ふ
し
ぎ
な
　
火
の
　
花

　
今
　
さ
い
た
　
花
火

「
短
歌
の
部
」

◆
入
選

　
行
く
先
で
マ
ス
ク
を
つ
け
ず
屯
す
る

　
若
者
た
ち
に
向
け
ら
れ
た
視
線
　
　
　
　

　
　
　
坂
城
高
校
　三
年
　市
村
　拓
己

「
俳
句
の
部
」

◆
入
選

　
受
験
生
田
毎
の
月
に
願
い
掛
け

　
　
坂
城
中
学
校
　三
年
　山
崎
　陽
大

「
川
柳
の
部
」

◆
入
選

　
時
の
運
試
し
て
み
よ
う
宝
く
じ

　
　

　坂
城
中
学
校
　三
年
　青
木
　雄
慎

「
現
代
詩
の
部
」

◆
佳
作

　
　
い
ろ

坂
城
中
学
校
　三
年
　山
崎
　陽
大

野
菜
の
緑
に
　
川
の
青
、
花
の
ピ
ン
ク
に

く
だ
も
の
の
赤
、

色
　
イ
ロ
　
い
ろ
　
色
　
い
ろ
い
ろ
な
い
ろ

ア
ス
パ
ラ
の
緑
に
　
ア
ユ
の
青
、　
バ
ラ
の

ピ
ン
ク
に
　
リ
ン
ゴ
の
赤
、

　
色
　
イ
ロ
　
い
ろ
　
色
　
坂
城
町
の
い
ろ

小
学
生
の
部

中
高
生
の
部

　
今
　
さ
い
た
　
花
火

写
真
５
　
僧
侶
が
描
か
れ
た

　
　
　
　
鳥
獣
供
養
塔

写
真
８
　
常
山
隄
碑
と
桜

写
真
９
　
西
か
ら
臨
む
常
山
隄

写
真
６

男
谷
彦
四
郎
書

﹁
医
王
殿
﹂

写
真
７

石
黒
忠
悳
書

﹁
鬼
峯
山
﹂
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び
に
農
地
が
被
害
を
受
け
て
い

ま
し
た
。
そ
の
た
び
に
堤
防
を

築
く
も
の
の
一
、二
年
で
崩
れ

て
し
ま
い
、
特
に
天
保
十
二
年

（
一
八
四
一
）
の
大
洪
水
で
は
、

坂
木
宿
の
岸
辺
が
崩
れ
る
ほ
ど

の
被
害
が
出
ま
し
た
。
農
民
ら

と
中
之
条
代
官
が
合
議
し
て
幕

府
に
願
い
出
た
と
こ
ろ
、
工
事

役
と
し
て
佐
藤
嘉
長
が
派
遣
さ

れ
て
き
ま
し
た
。
嘉
長
は
、
大

堤
防
を
築
き
、
堤
の
端
に
巨
石

を
重
（
畳
）
ね
、
水
を
鎮
め
る

と
宣
言
し
ま
す
。
そ
し
て
官
民

一
体
と
な
り
、
五
年
を
か
け
て

大
堤
防
が
築
か
れ
ま
し
た
。
嘉

長
は
こ
の
堤
を
「
常
山
隄
」
と

名
付
け
ま
す
。
中
国
の
「
孫
子
」

の
中
に
、「
常
山
と
い
う
山
に
す

む
蛇
は
、
頭
を
打
て
ば
尾
が
反

撃
し
、
尾
を
打
て
ば
頭
が
反
撃

し
、
首
尾
が
助
け
合
う
」
と
い

う
故
事
に
例
え
て
戦
の
心
得
を

説
い
た
話
が
あ
り
、
嘉
長
は
こ

れ
を
念
頭
に
名

付
け
た
の
だ
と

い
い
ま
す
。
川

原
に
横
た
わ
る

堅
固
な
堤
を
、

常
山
の
蛇
に

見
立
て
た
の
で

し
ょ
う
か
。
嘉

長
は
、
こ
の
労

苦
を
忘
れ
ぬ
よ

う
、
毎
年
祭
礼

を
行
い
、
そ
の

た
び
に
水
中
の

巨
石
（
畳
石
）

に
大
石
を
重
ね

て
置
く
こ
と
を

民
に
言
い
聞
か

せ
ま
す
。
そ
れ

に
よ
っ
て
、
堤

が
ま
す
ま
す
堅

牢
に
な
り
、
神

の
加
護
も
得
ら

れ
る
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

　
常
山
隄
碑
の
背
面
に
は
、「
堤

首
畳
石
記
」
と
あ
り
、
堤
の
要

で
あ
る
畳
石
の
工
事
の
た
め
、

下
戸
倉
宿（
千
曲
市
）の
坂
井
寛・

柳
沢
久
忠
か
ら
資
金
援
助
を
受

け
た
こ
と
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
碑
文
に
は
堤
の
大
き
さ
が
記

さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。『
長
野
縣
市

町
村
誌
』
に
み
え
る
明
治
十
一

年
ご
ろ
の
坂
木
村
の
記
述
に
は
、

常
山
隄
に
つ
い
て
「
南
の
方
字

中
道
よ
り
、
曲
線
の
形
を
な
し
、

西
の
方
東
柳
原
に
至
る
」
と
あ

り
ま
す
。
現
存
す
る
常
山
隄
跡

か
ら
、
役
場
庁
舎
付
近
に
至
る

大
堤
防
で
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

ま
た
、『
坂
城
町
誌
　
中
巻
』
に

載
る
図
面
に
は
、
何
か
所
か
千

曲
川
に
向
っ
て
直
角
に
突
き
出

す
姿
が
見
え
ま
す
。
こ
こ
に
記

さ
れ
た
数
字
を
足
す
と
、
総
延

長
は
約
五
百
間
（
九
〇
五
ｍ
）

に
も
な
り
ま
す
。

　
こ
こ
に
、
令
和
元
年
東
日
本

台
風
時
の
河
川
敷
写
真
が
あ
り

ま
す
。（
写
真
10
）
台
風
が
過

ぎ
去
っ
た
十
月
十
三
日
の
朝
、

常
山
隄
附
近
か
ら
撮
影
し
た

写
真
を
繋
ぎ
合
わ
せ
た
も
の
で

す
。
河
川
敷
に
降
り
る
道
が
削

ら
れ
、濁
流
が
堤
防
に
ぶ
つ
か
っ

て
い
た
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。

堤
防
が
な
か
っ
た
ら
町
は
ど
う

な
っ
て
い
た
か
、
と
震
え
た
記

憶
が
あ
り
ま
す
。
常
山
隄
は
ま

さ
に
そ
の
よ
う
な
場
所
に
築
か

れ
て
い
ま
し
た
。
だ
か
ら
こ
そ
、

先
人
た
ち
は
碑
を
建
て
、
水
害

と
闘
っ
て
き
た
こ
と
や
、
そ
れ

に
打
ち
勝
つ
た
め
に
大
堤
防
を

築
い
た
労
苦
を
、
忘
れ
去
ら
れ

ぬ
よ
う
に
し
た
の
で
し
ょ
う
。

桜
に
招
か
れ
て
、
先
人
の
想
い

に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

お
わ
り
に

　
石
や
植
物
は
声
を
持
っ
て
い

ま
せ
ん
。
文
化
財
の
方
か
ら
皆

さ
ん
に
声
を
掛
け
る
こ
と
は
で

き
な
い
の
で
す
。
で
も
近
寄
っ

て
よ
く
見
て
み
る
と
、
そ
れ
に

携
わ
っ
た
人
々
の
想
い
を
伝
え

て
く
れ
ま
す
。
桜
の
木
の
そ
ば

で
は
、
様
々
な
文
化
財
が
静
か

に
待
っ
て
い
ま
す
。
お
花
見
に

出
か
け
た
ら
、
そ
の
こ
と
を
思

い
出
し
て
く
だ
さ
い
。
ふ
る
さ

と
の
豊
か
な
歴
史
に
触
れ
る
こ

と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
。

（
本
間
　
美
麻
）

「
短
歌
の
部
」

◆
佳
作

　
び
し
ょ
ぬ
れ
て
下
校
せ
し
児
の
涙
顔

　
思
わ
ず
抱
け
ば
雷
鳴
と
ど
ろ
く
　
　
　
　

　
　
　
横
田
　徳
子
︵
網
　掛
︶

◆
入
選

　
枕
経
庭
の
蜩
唱
和
し
て

　
沸
き
起
こ
り
来
る
兄
の
思
い
出

　塚
田
　茂
子
︵
上
五
明
︶

「
俳
句
の
部
」

◆
入
選

　
皺
の
手
を
静
か
に
合
わ
す
終
戦
日
　
　
　

竹
内
　
　文
︵
網
　掛
︶

　
眼
鏡
拭
く
八
十
路
の
坂
や
初
明
か
り
　
　

中
島
　照
代
︵
中
之
条
︶

「
川
柳
の
部
」

◆
佳
作

　
支
え
合
い
補
い
合
っ
て
暮
ら
す
老
い

　
　
　
　
　
　
　
春
日
と
よ
子
︵
網
　掛
︶

　
や
さ
し
さ
に
触
れ
て
笑
顔
を
と
り
戻
す

小
宮
山
洋
子
︵
中
之
条
︶

◆
入
選

　
天
職
は
無
い
が
ひ
た
す
ら
土
と
生
き
　
　

中
島
て
る
よ
︵
中
之
条
︶

「
現
代
詩
の
部
」

◆
更
埴
地
区
短
詩
型
文
学
祭
大
賞

　
　
風

　小
宮
山
敬
子
︵
網
　掛
︶

　
風
が
吹
く
と

　
水
た
ま
り
の
空
が
震
え
る

　
梅
の
枝
の
小
鳥
が
ジ
ャ
ン
プ
し
て

　
雀
お
ど
し
の
カ
ン
カ
ラ
が
鳴
っ
て

　「
朝
で
す
よ
ー
」

　
秋
海
棠
の
花
た
ち
は

　
お
し
ゃ
べ
り
を
始
め
る

　
埃
を
か
ぶ
っ
た

　
古
い
ア
ル
バ
ム

　
き
の
う
の
自
分

　
胸
の
ざ
わ
め
き

　
炊
飯
器
の
ふ
た
を
開
け
る
と

　
炊
き
た
て
の
ご
飯
の
に
お
い

　
き
ゅ
う
り
を
切
っ
て

　
ト
マ
ト
を
並
べ
て

　
窓
を
開
け
る
と

　
さ
ー
っ
と

　
今
朝
の
風
が
入
っ
て
く
る

◆
更
埴
公
民
館
運
営
協
議
会
長
賞

　
　
稜
線

沓
掛
喜
久
男
︵
横
　町
︶

　
山
な
み
の
稜
線
は
諳
で
曳
く

　
ま
な
か
の
棲
家
に

　
残
酷
な
青
春
が
あ
り

　
未
知
の
老
耄
が
あ
る

　
日
付
の
な
い
日
誌
の

　
頁
が
す
す
む

　
山
の
向
こ
う
の

　
非
常
事
態
宣
言
は

　
無
情
に
終
了

　
風
が
落
ち
鐘
が
鳴
る

　
晴
れ
の
日
の
認
知
症
に

　「
さ
よ
な
ら
」
は
残
し
お
く

　
稜
線
は
三
百
六
十
度

　
細
く
太
く
薄
く
濃
く
曳
く

◆
佳
作

　
　
秋
明
菊

石
関
み
ち
子
︵
込
　山
︶

　
雨
の
晴
れ
間
に
草
を
取
っ
て
い
た
ら

　
―
あ
ん
た
　
い
く
つ
に
な
ん
な
さ
る

　
汗
だ
ら
け
の
顔
を
あ
げ
る
と

シ
ル
バ
ー
・
カ
ー
を
押
し
て
い
る
人
が
立
っ

て
い
た

こ
の
辺
り
を
行
来
す
る
人
何
人
か
が
顔
見

知
り
だ
が

　
知
ら
な
い
顔
だ

　
―
あ
ゝ
同
じ
だ
　
そ
う
か
い
そ
う
か
い

　
　
草
取
り
は
大
変
だ
ね

　
そ
れ
だ
け
言
っ
て
　
行
っ
て
し
ま
っ
た

　
―
お
い
く
つ
で
す
か

　
マ
マ
に
抱
か
れ
た
赤
ち
ゃ
ん
に

　
声
か
け
る
こ
と
は
あ
る
け
れ
ど

　
そ
ん
な
機
会
も
と
ん
と
少
な
く
な
っ
た

　
通
う
病
院
も
高
齢
者
が
多
い
も
の

　
お
年
は
い
く
つ
な
ん
ぞ
と
聞
か
れ
て

　
ま
る
で
子
ど
も
の
頃
み
た
い
じ
ゃ
な
い
か

　
あ
ち
こ
ち
ガ
タ
が
き
て
る
け
ど

　
ま
だ
　
も
う
少
し
生
き
て
い
く
つ
も
り
だ

　
秋
明
菊
が
　
ホ
ラ
咲
き
は
じ
め
た
よ

◆
入
選

　
　
２
０
２
１
年
春
り
ん
ご
畑
で

　
　
　
　
　
𠮷𠮷
𠮷
　
　超
︵
込
　山
︶

　
リ
ン
ゴ
の
花
が
満
開
だ

　
白
い
花
が
リ
ン
ゴ
畑
を
お
お
い

　
薄
く
甘
い
香
り
が
漂
い

　
マ
メ
コ
バ
チ
た
ち
が
飛
び
回
っ
て
い
る

　
な
の
に
　
僕
ら
は
た
め
息
ば
か
り

い
つ
も
な
ら
　
摘
ん
だ
花
で
　
白
い
絨
毯

な
の
に

　
花
が
少
な
い
　
中
心
花
が
３
分
の
２
な
い

暖
か
す
ぎ
た
冬
　
２
―
３
月
の
平
均
気
温

が
３
度
も
高
か
っ
た

　
急
い
で
動
き
出
し
た
花
芽
を

　
４
月
の
遅
霜
が
　
襲
っ
た

　
前
年
の
夏
に
生
ま
れ
た
花
芽
は

　
冬
の
休
眠
期
を
経
て
　
春
に
発
芽
す
る

　
つ
ぼ
み
を
包
ん
だ
８
〜
10
枚
の
葉
が
開
き

そ
の
中
か
ら
　
ピ
ン
ク
色
の
６
〜
７
個
の

つ
ぼ
み
が
頭
を
出
す

真
ん
中
の
花
が
中
心
花
　
周
り
の
花
が
側
花

第
二
十
六
回
更
埴
地
区
短
詩
型
文
学
祭
入
賞
作
品

　
更
埴
公
民
館
運
営
協
議
会
︵
坂
城
町
と
千
曲
市
で
構
成
︶
に
お
い
て
、
第
二
十
六

回
更
埴
地
区
短
詩
型
文
学
祭
を
開
催
し
、
短
歌
の
部
、
俳
句
の
部
、
川
柳
の
部
、
現

代
詩
の
部
の
各
賞
が
決
定
し
ま
し
た
。

　
坂
城
町
の
入
賞
作
品
を
紹
介
し
ま
す
。
敬
称
は
略
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

一
般
の
部

写真 10　令和元年東日本台風による被害（左に坂城頭首工、右に坂城大橋）

常山隄の図（『坂城町誌　中巻』より）



令和4年3月23日令和4年3月23日 館報 坂城　No.397館報 坂城　No.397 45

び
に
農
地
が
被
害
を
受
け
て
い

ま
し
た
。
そ
の
た
び
に
堤
防
を

築
く
も
の
の
一
、二
年
で
崩
れ

て
し
ま
い
、
特
に
天
保
十
二
年

（
一
八
四
一
）
の
大
洪
水
で
は
、

坂
木
宿
の
岸
辺
が
崩
れ
る
ほ
ど

の
被
害
が
出
ま
し
た
。
農
民
ら

と
中
之
条
代
官
が
合
議
し
て
幕

府
に
願
い
出
た
と
こ
ろ
、
工
事

役
と
し
て
佐
藤
嘉
長
が
派
遣
さ

れ
て
き
ま
し
た
。
嘉
長
は
、
大

堤
防
を
築
き
、
堤
の
端
に
巨
石

を
重
（
畳
）
ね
、
水
を
鎮
め
る

と
宣
言
し
ま
す
。
そ
し
て
官
民

一
体
と
な
り
、
五
年
を
か
け
て

大
堤
防
が
築
か
れ
ま
し
た
。
嘉

長
は
こ
の
堤
を
「
常
山
隄
」
と

名
付
け
ま
す
。
中
国
の
「
孫
子
」

の
中
に
、「
常
山
と
い
う
山
に
す

む
蛇
は
、
頭
を
打
て
ば
尾
が
反

撃
し
、
尾
を
打
て
ば
頭
が
反
撃

し
、
首
尾
が
助
け
合
う
」
と
い

う
故
事
に
例
え
て
戦
の
心
得
を

説
い
た
話
が
あ
り
、
嘉
長
は
こ

れ
を
念
頭
に
名

付
け
た
の
だ
と

い
い
ま
す
。
川

原
に
横
た
わ
る

堅
固
な
堤
を
、

常
山
の
蛇
に

見
立
て
た
の
で

し
ょ
う
か
。
嘉

長
は
、
こ
の
労

苦
を
忘
れ
ぬ
よ

う
、
毎
年
祭
礼

を
行
い
、
そ
の

た
び
に
水
中
の

巨
石
（
畳
石
）

に
大
石
を
重
ね

て
置
く
こ
と
を

民
に
言
い
聞
か

せ
ま
す
。
そ
れ

に
よ
っ
て
、
堤

が
ま
す
ま
す
堅

牢
に
な
り
、
神

の
加
護
も
得
ら

れ
る
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

　
常
山
隄
碑
の
背
面
に
は
、「
堤

首
畳
石
記
」
と
あ
り
、
堤
の
要

で
あ
る
畳
石
の
工
事
の
た
め
、

下
戸
倉
宿（
千
曲
市
）の
坂
井
寛・

柳
沢
久
忠
か
ら
資
金
援
助
を
受

け
た
こ
と
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
碑
文
に
は
堤
の
大
き
さ
が
記

さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。『
長
野
縣
市

町
村
誌
』
に
み
え
る
明
治
十
一

年
ご
ろ
の
坂
木
村
の
記
述
に
は
、

常
山
隄
に
つ
い
て
「
南
の
方
字

中
道
よ
り
、
曲
線
の
形
を
な
し
、

西
の
方
東
柳
原
に
至
る
」
と
あ

り
ま
す
。
現
存
す
る
常
山
隄
跡

か
ら
、
役
場
庁
舎
付
近
に
至
る

大
堤
防
で
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

ま
た
、『
坂
城
町
誌
　
中
巻
』
に

載
る
図
面
に
は
、
何
か
所
か
千

曲
川
に
向
っ
て
直
角
に
突
き
出

す
姿
が
見
え
ま
す
。
こ
こ
に
記

さ
れ
た
数
字
を
足
す
と
、
総
延

長
は
約
五
百
間
（
九
〇
五
ｍ
）

に
も
な
り
ま
す
。

　
こ
こ
に
、
令
和
元
年
東
日
本

台
風
時
の
河
川
敷
写
真
が
あ
り

ま
す
。（
写
真
10
）
台
風
が
過

ぎ
去
っ
た
十
月
十
三
日
の
朝
、

常
山
隄
附
近
か
ら
撮
影
し
た

写
真
を
繋
ぎ
合
わ
せ
た
も
の
で

す
。
河
川
敷
に
降
り
る
道
が
削

ら
れ
、濁
流
が
堤
防
に
ぶ
つ
か
っ

て
い
た
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。

堤
防
が
な
か
っ
た
ら
町
は
ど
う

な
っ
て
い
た
か
、
と
震
え
た
記

憶
が
あ
り
ま
す
。
常
山
隄
は
ま

さ
に
そ
の
よ
う
な
場
所
に
築
か

れ
て
い
ま
し
た
。
だ
か
ら
こ
そ
、

先
人
た
ち
は
碑
を
建
て
、
水
害

と
闘
っ
て
き
た
こ
と
や
、
そ
れ

に
打
ち
勝
つ
た
め
に
大
堤
防
を

築
い
た
労
苦
を
、
忘
れ
去
ら
れ

ぬ
よ
う
に
し
た
の
で
し
ょ
う
。

桜
に
招
か
れ
て
、
先
人
の
想
い

に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

お
わ
り
に

　
石
や
植
物
は
声
を
持
っ
て
い

ま
せ
ん
。
文
化
財
の
方
か
ら
皆

さ
ん
に
声
を
掛
け
る
こ
と
は
で

き
な
い
の
で
す
。
で
も
近
寄
っ

て
よ
く
見
て
み
る
と
、
そ
れ
に

携
わ
っ
た
人
々
の
想
い
を
伝
え

て
く
れ
ま
す
。
桜
の
木
の
そ
ば

で
は
、
様
々
な
文
化
財
が
静
か

に
待
っ
て
い
ま
す
。
お
花
見
に

出
か
け
た
ら
、
そ
の
こ
と
を
思

い
出
し
て
く
だ
さ
い
。
ふ
る
さ

と
の
豊
か
な
歴
史
に
触
れ
る
こ

と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
。

（
本
間
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）
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て
下
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せ
し
児
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ず
抱
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鳴
と
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ろ
く
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子
︵
網
　掛
︶
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枕
経
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の
蜩
唱
和
し
て

　
沸
き
起
こ
り
来
る
兄
の
思
い
出

　塚
田
　茂
子
︵
上
五
明
︶

「
俳
句
の
部
」

◆
入
選

　
皺
の
手
を
静
か
に
合
わ
す
終
戦
日
　
　
　

竹
内
　
　文
︵
網
　掛
︶

　
眼
鏡
拭
く
八
十
路
の
坂
や
初
明
か
り
　
　

中
島
　照
代
︵
中
之
条
︶

「
川
柳
の
部
」

◆
佳
作

　
支
え
合
い
補
い
合
っ
て
暮
ら
す
老
い

　
　
　
　
　
　
　
春
日
と
よ
子
︵
網
　掛
︶

　
や
さ
し
さ
に
触
れ
て
笑
顔
を
と
り
戻
す

小
宮
山
洋
子
︵
中
之
条
︶

◆
入
選

　
天
職
は
無
い
が
ひ
た
す
ら
土
と
生
き
　
　

中
島
て
る
よ
︵
中
之
条
︶

「
現
代
詩
の
部
」

◆
更
埴
地
区
短
詩
型
文
学
祭
大
賞

　
　
風

　小
宮
山
敬
子
︵
網
　掛
︶

　
風
が
吹
く
と

　
水
た
ま
り
の
空
が
震
え
る

　
梅
の
枝
の
小
鳥
が
ジ
ャ
ン
プ
し
て

　
雀
お
ど
し
の
カ
ン
カ
ラ
が
鳴
っ
て

　「
朝
で
す
よ
ー
」

　
秋
海
棠
の
花
た
ち
は

　
お
し
ゃ
べ
り
を
始
め
る

　
埃
を
か
ぶ
っ
た

　
古
い
ア
ル
バ
ム

　
き
の
う
の
自
分

　
胸
の
ざ
わ
め
き

　
炊
飯
器
の
ふ
た
を
開
け
る
と

　
炊
き
た
て
の
ご
飯
の
に
お
い

　
き
ゅ
う
り
を
切
っ
て

　
ト
マ
ト
を
並
べ
て

　
窓
を
開
け
る
と

　
さ
ー
っ
と

　
今
朝
の
風
が
入
っ
て
く
る

◆
更
埴
公
民
館
運
営
協
議
会
長
賞

　
　
稜
線

沓
掛
喜
久
男
︵
横
　町
︶

　
山
な
み
の
稜
線
は
諳
で
曳
く

　
ま
な
か
の
棲
家
に

　
残
酷
な
青
春
が
あ
り

　
未
知
の
老
耄
が
あ
る

　
日
付
の
な
い
日
誌
の

　
頁
が
す
す
む

　
山
の
向
こ
う
の

　
非
常
事
態
宣
言
は

　
無
情
に
終
了

　
風
が
落
ち
鐘
が
鳴
る

　
晴
れ
の
日
の
認
知
症
に

　「
さ
よ
な
ら
」
は
残
し
お
く

　
稜
線
は
三
百
六
十
度

　
細
く
太
く
薄
く
濃
く
曳
く

◆
佳
作

　
　
秋
明
菊

石
関
み
ち
子
︵
込
　山
︶

　
雨
の
晴
れ
間
に
草
を
取
っ
て
い
た
ら

　
―
あ
ん
た
　
い
く
つ
に
な
ん
な
さ
る

　
汗
だ
ら
け
の
顔
を
あ
げ
る
と

シ
ル
バ
ー
・
カ
ー
を
押
し
て
い
る
人
が
立
っ

て
い
た

こ
の
辺
り
を
行
来
す
る
人
何
人
か
が
顔
見

知
り
だ
が

　
知
ら
な
い
顔
だ

　
―
あ
ゝ
同
じ
だ
　
そ
う
か
い
そ
う
か
い

　
　
草
取
り
は
大
変
だ
ね

　
そ
れ
だ
け
言
っ
て
　
行
っ
て
し
ま
っ
た

　
―
お
い
く
つ
で
す
か

　
マ
マ
に
抱
か
れ
た
赤
ち
ゃ
ん
に

　
声
か
け
る
こ
と
は
あ
る
け
れ
ど

　
そ
ん
な
機
会
も
と
ん
と
少
な
く
な
っ
た

　
通
う
病
院
も
高
齢
者
が
多
い
も
の

　
お
年
は
い
く
つ
な
ん
ぞ
と
聞
か
れ
て

　
ま
る
で
子
ど
も
の
頃
み
た
い
じ
ゃ
な
い
か

　
あ
ち
こ
ち
ガ
タ
が
き
て
る
け
ど

　
ま
だ
　
も
う
少
し
生
き
て
い
く
つ
も
り
だ

　
秋
明
菊
が
　
ホ
ラ
咲
き
は
じ
め
た
よ

◆
入
選

　
　
２
０
２
１
年
春
り
ん
ご
畑
で

　
　
　
　
　
𠮷𠮷
𠮷
　
　超
︵
込
　山
︶

　
リ
ン
ゴ
の
花
が
満
開
だ

　
白
い
花
が
リ
ン
ゴ
畑
を
お
お
い

　
薄
く
甘
い
香
り
が
漂
い

　
マ
メ
コ
バ
チ
た
ち
が
飛
び
回
っ
て
い
る

　
な
の
に
　
僕
ら
は
た
め
息
ば
か
り

い
つ
も
な
ら
　
摘
ん
だ
花
で
　
白
い
絨
毯

な
の
に

　
花
が
少
な
い
　
中
心
花
が
３
分
の
２
な
い

暖
か
す
ぎ
た
冬
　
２
―
３
月
の
平
均
気
温

が
３
度
も
高
か
っ
た

　
急
い
で
動
き
出
し
た
花
芽
を

　
４
月
の
遅
霜
が
　
襲
っ
た

　
前
年
の
夏
に
生
ま
れ
た
花
芽
は

　
冬
の
休
眠
期
を
経
て
　
春
に
発
芽
す
る

　
つ
ぼ
み
を
包
ん
だ
８
〜
10
枚
の
葉
が
開
き

そ
の
中
か
ら
　
ピ
ン
ク
色
の
６
〜
７
個
の

つ
ぼ
み
が
頭
を
出
す

真
ん
中
の
花
が
中
心
花
　
周
り
の
花
が
側
花

第
二
十
六
回
更
埴
地
区
短
詩
型
文
学
祭
入
賞
作
品

　
更
埴
公
民
館
運
営
協
議
会
︵
坂
城
町
と
千
曲
市
で
構
成
︶
に
お
い
て
、
第
二
十
六

回
更
埴
地
区
短
詩
型
文
学
祭
を
開
催
し
、
短
歌
の
部
、
俳
句
の
部
、
川
柳
の
部
、
現

代
詩
の
部
の
各
賞
が
決
定
し
ま
し
た
。

　
坂
城
町
の
入
賞
作
品
を
紹
介
し
ま
す
。
敬
称
は
略
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

一
般
の
部

写真 10　令和元年東日本台風による被害（左に坂城頭首工、右に坂城大橋）

常山隄の図（『坂城町誌　中巻』より）
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南
条
小
学
校
方
面
か
ら
仁
王

坂
を
の
ぼ
る
と
、
突
き
当
た
り

に
石
段
と
、
そ
の
上
に
参
道
の

桜
並
木
が
見
え
ま
す
。
石
段
の

脇
に
勢せ
い

至し

菩ぼ

薩さ
つ

、
参
道
の
両
脇

に
頭
部
の
な
い
地
蔵
や
二
十
三

夜
塔
が
建
つ
な
ど
、
境
内
に
は

石
造
文
化
財
が
多
く
残
り
、
特

徴
的
な
も
の
ば
か
り
で
す
。
住

宅
地
の
す
ぐ
そ
ば
に
あ
り
な
が

ら
、
霊
場
の
雰
囲
気
が
漂
い
ま

す
。
地
蔵
の
頭
部
が
な
い
の
は
、

明
治
元
年
（
一
八
六
八
）
の
神

仏
分
離
令
を
き
か
っ
け
に
起

こ
っ
た
廃
仏
毀
釈
運
動
に
よ
り
、

仏
像
の
頭
部
を
落
と
す
行
為
が

横
行
し
た
た
め
で
す
。
本
堂
寄

り
の
北
側
の
桜
の
木
の
下
に
は
、

少
し
変
わ
っ
た
石
造
物
が
。
か

わ
い
ら
し
い
僧
侶
が
描
か
れ
て

い
ま
す
。『
坂
城
の
石
造
文
化
財
』

に
は
「
鳥
獣
供
養
塔
」
と
記
載

さ
れ
て
い
ま
す
。
躍
動
感
の
あ

る
線
刻
で
、
ち
ょ
う
ど
僧
侶
の

口
の
あ
た
り
が
窪く
ぼ

ん
で
い
る
た

め
、
し
ゃ
べ
っ
て
い
る
よ
う
に

見
え
ま
す
ね
。
動
物
の
供
養
の

た
め
、
お
経
を
あ
げ
て
い
る
の

で
し
ょ
う
か
。（
写
真
5
）

　
成
福
寺
は
、
江
戸
時
代
の
安

永
二
年
（
一
七
七
三
）
に
建
て

た
お
堂
か
ら
始
ま
っ
た
と
い
わ

れ
ま
す
が
、
境
内
に
五
輪
塔
の

一
部
と
み
ら
れ
る
石
塔
の
か
け

ら
が
多
数
あ
る
こ
と
か
ら
、
中

世
ま
で
遡
る
か
、
周
辺
に
中
世

か
ら
続
く
霊
場
が
あ
っ
た
も
の

と
思
わ
れ
ま
す
。
現
在
建
つ
本

堂
は
、
明
治
九
年
（
一
八
七
六
）

に
火
災
で
焼
失
し
た
の
ち
、
翌

年
に
再
建
し
た
も
の
で
す
。
明

治
六
年
か
ら
焼
失
ま
で
は
、
金

井
学
校
の
校
舎
と
し
て
使
用
さ

れ
ま
し
た
。
金
井
学
校
の
校
舎

配
置
図
に
は
、
本
堂
の
ほ
か
、

現
在
の
本
堂
の
位
置
に
護
摩

堂
、
そ
の
南
に
観
音
堂
が
描
か

れ
て
い
ま
す
。

　
成
福
寺
に
は
、
男お

谷だ
に

彦ひ
こ

四し

郎ろ
う

と
石
黒
忠た
だ
の
り悳
の
遺
墨
が
残
っ
て

い
ま
す
。（
写
真
6
、
7
）
男
谷

彦
四
郎
は
、
文
化
一
〇
年
か
ら

文
政
三
年
（
一
八
一
三
～
二
〇
）

ま
で
中
之
条
代
官
を
務
め
ま
し

た
。
燕
斎
の
号
を
持
ち
、
幕
府

の
表お

も
て

祐ゆ
う
ひ
つ筆
も
務
め
た
能
書
家
で

し
た
。
扁
額
に
力
強
い
筆
遣
い

で「
醫
王
殿
」と
書
い
て
い
ま
す
。

医
王
（
醫い

王お
う

）
と
は
、
薬
師
如

来
の
異
称
で
す
。
現
在
は
隣
接

す
る
山
金
井
公
民
館
に
収
蔵
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
石
黒
忠
悳
も
、
中
之
条
代
官

所
に
縁
の
人
物
で
す
。
安
政
四

年
（
一
八
五
七
）、
十
三
歳
の
時

に
、
木
村
董と
う
へ
い平
代
官
の
手
代
で

あ
っ
た
叔
父
が
中
之
条
に
赴
任

す
る
際
、
母
と
共
に
同
行
し
、

叔
父
と
同
居
し
な
が
ら
勉
学
に

励
み
ま
し
た
。
中
之
条
の
中
島

銀
右
衛
門
に
学
ん
で
い
ま
す
。

翌
年
に
母
が
病
死
し
、
成
福
寺

で
亡な

き
が
ら骸
を
火
葬
に
付
し
ま
し
た
。

そ
う
し
た
縁
か
ら
か
、
本
堂
の

扁
額
「
鬼
峯
山
」
を
揮き

毫ご
う

し
て

い
ま
す
。
署
名
に
「
従
三
位
勲

一
等
男
爵
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、

明
治
四
〇
年
頃
、
忠
悳
が
60
歳

を
過
ぎ
た
頃
の
書
だ
と
思
わ
れ

ま
す
。

３
　
常
山
隄
及
び
常
山
隄
碑

常じ
ょ
う

山ざ
ん
て
い隄
は
、
字
四
反
田
に
残

る
江
戸
時
代
の
堤
の
一
部
で
す
。

四
ツ
屋
で
国
道
18
号
線
と
し
な

の
鉄
道
の
交
差
す
る
辺
り
か
ら
、

西
に
向
っ
て
一
三
〇
ｍ
ほ
ど
伸

び
て
い
ま
す
。
現
在
は
堤
防
の

内
側
に
な
り
目
立
ち
ま
せ
ん
が
、

桜
が
開
花
す
る
と
遠
く
か
ら
で

も
そ
の
位
置
が
わ
か
り
ま
す
。

常
山
隄
に
は
見
事
な
桜
並
木
が

あ
る
の
で
す
。

　
並
木
の
中
に
、「
常
山
隄
碑
」

と
い
う
大
き
な
石
碑
が
建
っ
て

い
ま
す
。弘
化
二
年（
一
八
四
五
）

の
常
山
隄
完
成
を
記
念
し
、
そ

の
由
来
を
刻
ん
だ
も
の
で
す
。

常
山
隄
と
共
に
、
町
指
定
文
化

財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。（
写

真
8
、
9
）

碑ひ

文ぶ
ん

は
、
次
の
よ
う
な
こ
と

を
伝
え
て
い
ま
す
。
こ
の
地
は

千
曲
川
の
水
が
激
し
く
当
た
る

場
所
で
、
大
雨
で
氾
濫
す
る
た

ふ
つ
う
中
心
花
が
　
大
き
く
良
い
果
実
と

な
る

リ
ン
ゴ
農
家
は
　
売
れ
る
リ
ン
ゴ
を
作
ろ

う
と

花
摘
み
・
粗
摘
果
　
本
摘
果
　
見
直
し
摘

果
と

秋
ま
で
３
回
　
木
と
向
き
合
い
　
手
で
摘

ん
で
い
く

　
１
０
０
個
の
リ
ン
ゴ
を
収
穫
す
る
た
め
に

　
２
０
０
０
を
落
と
し
て
い
く

「
こ
ん
な
年
は
　
今
ま
で
　
な
か
っ
た
。

切
な
い
ね
ぇ
」

「
農
業
は
　
自
然
半
分
人
間
半
分
だ
か
ら

仕
方
な
い
ね
ぇ
」

「
残
っ
た
も
の
精
一
杯
や
っ
て
　
来
年
ま
つ

さ
」

何
十
年
も
リ
ン
ゴ
づ
く
り
を
し
て
き
た
農

夫
た
ち

　
花
を
摘
む
手
が
　
止
ま
る

　
地
球
温
暖
化
と
異
常
気
象

記
録
的
な
暖
冬
　
猛
暑
　
集
中
豪
雨
　
干

ば
つ
…

　
コ
ロ
ナ
禍
　
高
齢
化
…

こ
の
３
〜
５
月
　
長
野
県
内
農
作
業
中
死

亡
事
故
５
件

リ
ン
ゴ
畑
は
　
ど
う
な
っ
て
い
く
の
だ
ろ

う仲
間
た
ち
と
共
に
　
今
年
ど
う
乗
り
切
っ

て
い
く
か

　
地
球
温
暖
化
と
　
ど
う
む
き
あ
い

　
明
日
を
作
っ
て
い
く
の
か

破
け
た
長
靴
で
　
三
脚
を
上
が
っ
た
り
下

が
っ
た
り

　
変
調
き
た
し
た
リ
ン
ゴ
の
木
で

一
つ
で
も
よ
い
果
実
を
と
　
摘
果
作
業
を

し
て
い
る

『
鳥
が
ま
た
帰
っ
て
く
る
と
　
あ
あ
春
が

き
た
な
と
思
う

で
も
朝
早
く
起
き
て
も
　
鳥
の
声
が
し
な

い
。

そ
れ
で
い
て
　
春
だ
け
が
や
っ
て
く
る
』

　
　
　
レ
イ
チ
ェ
ル
・
カ
ー
ソ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　「
沈
黙
の
春
」
よ
り

　
２
０
２
１
年

信
州
は
厳
し
い
リ
ン
ゴ
づ
く
り
に
　
な
り

そ
う
だ

「
俳
句
の
部
」

◆
佳
作

　
雨
あ
が
り
大
き
な
に
じ
が
笑
っ
て
る

　
　

　村
上
小
学
校
　五
年
　柳
澤
　
　蓮

外
で
れ
ば
い
っ
て
ら
っ
し
ゃ
い
せ
み
が
言
う

村
上
小
学
校  

五
年
　川
島
　美
咲

「
川
柳
の
部
」

◆
奨
励
賞

　
夏
の
空
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
見
つ
け
た
よ

村
上
小
学
校
　六
年
　ホ
シ
ハ
ラ
イ
タ
ル

◆
佳
作

　
ド
ン
ド
ン
と
空
で
大
き
な
花
が
咲
く

　
　村
上
小
学
校
　五
年
　平
林
　
　風

さ
か
き
ま
ち
し
ぜ
ん
や
さ
し
さ
あ
ふ
れ
て
る

南
条
小
学
校
　五
年
　吾
妻
　蒼
太

◆
入
選

か
え
る
さ
ん
え
さ
を
た
べ
ず
に
し
ら
ん
ぷ
り

坂
城
小
学
校
　二
年
　酒
井
　優
芽

「
現
代
詩
の
部
」

◆
佳
作

　
　
じ
い
ち
ゃ
ん

南
条
小
学
校
　三
年
　山
崎
　春
花

じ
い
ち
ゃ
ん
ち
に
行
っ
た
ら
い
つ
も
お
い

て
あ
る
ま
く
ら
が
な
か
っ
た
。

じ
い
ち
ゃ
ん
は
い
つ
も
わ
た
し
が
べ
ん

き
ょ
う
を
し
て
い
る
と
き
に
ふ
え
を
ふ
い

て
い
た
。

　
わ
た
し
は
、
そ
の
話
し
を
し
て
な
い
た
。

い
つ
も
い
る
場
所
に
じ
い
ち
ゃ
ん
が
い
な

い
と
さ
み
し
い
。

　
早
く
元
気
に
な
っ
て
ほ
し
い
。

◆
入
選

　
　
花
火　南

条
小
学
校
　三
年
　南
澤
　乃
愛

　
火
の
花

　
さ
け
さ
け

　
夏
の
　
夜
の
　
に
わ
に

　
さ
い
て
　
ち
っ
て

　
ち
っ
て
　
き
え
て

　
き
え
て
も
ま
だ
の
こ
る

　
と
じ
た
　
目
の
中
に

　
ふ
し
ぎ
な
　
火
の
　
花

　
今
　
さ
い
た
　
花
火

「
短
歌
の
部
」

◆
入
選

　
行
く
先
で
マ
ス
ク
を
つ
け
ず
屯
す
る

　
若
者
た
ち
に
向
け
ら
れ
た
視
線
　
　
　
　

　
　
　
坂
城
高
校
　三
年
　市
村
　拓
己

「
俳
句
の
部
」

◆
入
選

　
受
験
生
田
毎
の
月
に
願
い
掛
け

　
　
坂
城
中
学
校
　三
年
　山
崎
　陽
大

「
川
柳
の
部
」

◆
入
選

　
時
の
運
試
し
て
み
よ
う
宝
く
じ

　
　

　坂
城
中
学
校
　三
年
　青
木
　雄
慎

「
現
代
詩
の
部
」

◆
佳
作

　
　
い
ろ

坂
城
中
学
校
　三
年
　山
崎
　陽
大

野
菜
の
緑
に
　
川
の
青
、
花
の
ピ
ン
ク
に

く
だ
も
の
の
赤
、

色
　
イ
ロ
　
い
ろ
　
色
　
い
ろ
い
ろ
な
い
ろ

ア
ス
パ
ラ
の
緑
に
　
ア
ユ
の
青
、　
バ
ラ
の

ピ
ン
ク
に
　
リ
ン
ゴ
の
赤
、

　
色
　
イ
ロ
　
い
ろ
　
色
　
坂
城
町
の
い
ろ

小
学
生
の
部

中
高
生
の
部

　
今
　
さ
い
た
　
花
火

写
真
５
　
僧
侶
が
描
か
れ
た

　
　
　
　
鳥
獣
供
養
塔

写
真
８
　
常
山
隄
碑
と
桜

写
真
９
　
西
か
ら
臨
む
常
山
隄

写
真
６

男
谷
彦
四
郎
書

﹁
医
王
殿
﹂

写
真
７

石
黒
忠
悳
書

﹁
鬼
峯
山
﹂
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の
息
切
れ
、
程
よ
く
流
れ
る
汗
、

や
は
り
最
初
は
思
う
よ
う
に
体

が
動
か
な
い
。
で
も
疲
労
の
奥

に
爽
や
か
さ
や
体
が
ス
ッ
キ
リ

し
た
よ
う
な
感
覚
。 

　
運
動
後
の
食
事
が
い
つ
に
も

増
し
て
美
味
し
く
感
じ
る
。
そ

し
て
よ
く
寝
れ
る
。 

　
三
日
坊
主
に
な
る
も
の
か
と

気
合
を
入
れ
、
桜
餅
が
美
味
し

い
季
節
、
冷
や
し
中
華
が
美
味

し
い
季
節
、
焼
き
芋
が
食
べ
た

く
な
る
季
節
が
過
ぎ
、
そ
し
て

鍋
で
あ
っ
た
ま
る
季
節
。 

　
な
ん
と
、
一
年
続
け
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
!! 

　
で
き
な
く
な
っ
た
こ
と
で
落

ち
込
む
の
で
は
な
く
、
で
き
る

こ
と
に
目
を
向
け
喜
ん
で
行
う

こ
と
で
こ
ん
な
に
も
充
実
す
る

こ
と
が
で
き
る
と
実
感
し
ま
し

た
。

　
次
は
、
飯
田
美
名
さ
ん
で
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
に
な
り
生
活
が
大

き
く
変
化
し
ま
し
た
。 

　
以
前
の
よ
う
に
気
軽
に
旅
行

や
、
友
た
ち
と
の
交
友
、
大
人

数
で
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
、
人
と

直
に
触
れ
合
う
機
会
が
少
な
く

な
り
、
我
慢
が
強
い
ら
れ
る
期

間
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。 

　
20
代
前
半
、
今
が
い
ち
ば
ん

体
力
も
あ
り
、
時
間
も
あ
り

色
々
楽
し
め
る
か
な
と
思
っ
て

い
た
矢
先
の
コ
ロ
ナ
禍
。
多
く

の
方
々
同
様
、
少
な
か
ら
ず
ス

ト
レ
ス
を
抱
え
る
時
期
も
あ
り

ま
し
た
。 

　
し
か
し
、
せ
っ
か
く
な
の
で

こ
の
機
会
に
今
ま
で
や
ら
な

か
っ
た
こ
と
を
や
ろ
う
と
思
い
、

約
一
時
間
ほ
ど
の
ラ
ン
ニ
ン
グ

や
、
動
画
を
見
な
が
ら
自
宅
で

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
２
０
２
１
年

１
月
か
ら
始
め
ま
し
た
。 

　
運
動
は
も
と
も
と
好
き
で
し

た
が
、
高
校
を
卒
業
し
て
以
来
、

全
く
と
言
っ
て
い
い
ほ
ど
体
を

動
か
し
て
は
い
ま
せ
ん
。
久
々

５
０
０
字
リ
レ
ー
ト
ー
ク

チ
ャ
レ
ン
ジ西

澤
　優
葵

写
真
１
　
耕
雲
寺
杉
並
木

写
真
２
　
山
門
下
の
枝
垂
桜

写
真
３
　
本
堂
と
枝
垂
桜

写
真
４
　
参
道
の
桜
並
木
と
石
仏

～桜めぐりと文化財（その２）～
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１
　
耕
雲
寺

　
曹
洞
宗
龍
田
山
耕
雲
寺
は
、
洞

岩
沢
に
よ
っ
て
で
き
た
扇
状
地
の

扇
頂
部
に
位
置
し
、
背
後
の
陣

場
鳥
越
山
、
太
郎
山
に
抱
か
れ
る

よ
う
に
し
て
建
っ
て
い
ま
す
。
参

道
は
一
五
〇
ｍ
に
わ
た
る
杉
並
木

で
、
町
の
天
然
記
念
物
に
指
定

さ
れ
て
い
ま
す
。
か
つ
て
は
百
本

余
り
あ
っ
た
と
み
ら
れ
、
逐
次
植

え
継
ぎ
を
し
、
現
在
も
七
十
本

以
上
が
参
道
と
そ
の
周
辺
に
立

ち
並
ん
で
い
ま
す
。
昭
和
四
九
年

（
一
九
七
四
）
の
指
定
当
時
、
樹

齢
の
長
い
も
の
は
、
三
百
年
に
届

く
と
推
定
さ
れ
ま
し
た
。
参
道
入

り
口
に
立
つ
石せ
き
ど
う幢
二
基
の
う
ち
一

基
に「
元
禄
二
巳
年
」（
一
六
八
九
）

と
刻
ま
れ
て
お
り
、
杉
も
そ
の
こ

ろ
植
え
ら
れ
た
と
考
え
る
と
、
令

和
四
年
現
在
で
は
、
三
百
年
を
超

え
て
い
ま
す
。（
写
真
1
）

　
杉
並
木
を
抜
け
る
と
、
石
段
の

上
に
山
門
が
見
え
、
石
段
の
右
側

で
大
き
な
枝
垂
桜
が
迎
え
て
く
れ

ま
す
。
左
側
に
は
「
不
許
葷
酒
入

山
門
（
葷く
ん
し
ゅ酒
山さ
ん
も
ん門
に
入
る
を
許
さ

ず
）」と
彫
ら
れ
た
結
界
石
が
立
っ

て
い
ま
す
。
石
段
を
上
る
途
中
か

ら
、
山
門
の
奥
に
も
枝
垂
桜
が
揺

　ＰＡＲＴ109に続き、第二弾をお届けします。今回も３か所を選びました。お花見を楽しみながら、
ふるさとの歴史や文化に触れてみましょう。

れ
て
見
え
ま
す
。「
竜
田
山
」
の

扁へ
ん
が
く額
が
掛
か
る
門
を
く
ぐ
っ
て
境

内
へ
。
左
手
に
枝
垂
桜
、
そ
の
奥

に
僧
堂
・
衆し
ゅ

寮り
ょ
う

、
右
手
に
は
鐘
楼

と
庫く
り裡
、
そ
し
て
正
面
に
最
も
大

き
な
建
物
が
見
え
ま
す
。
耕
雲
寺

の
本
堂
で
す
。
扁
額
に
は
「
阿あ

蘭ら
ん

若に
ゃ

」
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。『
広

辞
苑
』
に
よ
る
と
、「
人
里
か
ら

離
れ
た
修
行
す
る
の
に
適
し
た
閑

静
な
土
地
。
ま
た
、
そ
こ
に
作
ら

れ
た
庵い
お
り

な
ど
。」
を
意
味
す
る
サ

ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
だ
そ
う
で
す
。

私
た
ち
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ

る
杉
並
木
や
枝
垂
桜
は
、
修
行
の

場
を
構
成
す
る
要
素
と
も
言
え
ま

し
ょ
う
。
こ
の
本
堂
は
寛
政
十
二

年
（
一
八
〇
〇
）
に
建
て
ら
れ
た

も
の
で
、
本
尊
の
釈
迦
牟
尼
仏
が

安
置
さ
れ
て
い
ま
す
。（
写
真
2
、

3
）

　
耕
雲
寺
は
、
寛
文
六
年

（
一
六
六
六
）
に
現
在
地
へ
移
転

す
る
ま
で
、
横
尾
地
区
の
字
北
玄

古
に
あ
っ
た
と
伝
わ
り
ま
す
。
元

和
年
間
（
一
六
一
五
～
一
六
二
三
）

に
玄
古
と
い
う
僧
が
た
ば
こ
の
種

を
携
え
て
寺
に
入
り
、
こ
の
地
に

た
ば
こ
栽
培
を
広
め
ま
し
た
。
こ

の
た
ば
こ
は
「
玄
古
た
ば
こ
」
と

呼
ば
れ
、
江
戸
で
も
知
ら
れ
る
銘

柄
と
な
り
ま
し
た
。
玄
古
の
墓
は

北
玄
古
の
墓
地
の
一
角
に
あ
り
、

周
辺
に
は
南
玄
古
、
上
玄
古
と
い

う
字
名
が
残
っ
て
い
ま
す
。

２
　
成
福
寺

　
鬼
峰
山
成
福
寺
は
、
山
金
井

に
所
在
す
る
、
町
内
唯
一
の
真
言

宗
の
寺
で
す
。
本
尊
は
薬
師
如
来

で
、
現
在
は
住
職
を
置
い
て
い
ま

せ
ん
。（
写
真
4
）

第
55
回

　坂
城
町
書
初
展

✿
坂
城
町
長
賞	

	
	

　
坂
城
小
5
年	

千
野
　
桧
依

	

✿
町
教
育
長
賞	

	

　
南
条
小
６
年	

池
田
　
早
良

✿
町
書
道
協
会
長
賞	

	

　
村
上
小
４
年	

松
下
　
心
玲

✿
中
学
生
の
部
金
賞

　
坂
城
中
１
年	

玉
井
　
里
奈

　
坂
城
中
２
年	

宮
下
　
莉
子

　
第
55
回
坂
城
町
書
初
展
を
１
月
４
日
～
６
日
に
文
化
セ
ン
タ
ー
で

開
催
し
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、

書
初
展
の
み
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
が
、
56
作
品
が
出
品
さ
れ
、
多

く
の
皆
さ
ん
に
観
覧
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
入
賞
さ
れ
た
方
々
を
紹
介
し
ま
す
。

―
敬
称
略
―

◆
金
　
賞	

	

　
坂
城
小
５
年	

宮
沢
　
紗
世

　
南
条
小
１
年	

吾
妻
　
丈
優

　
南
条
小
５
年	

吾
妻
　
啓
志

　
一
　
　
般	

小
出
　
真
生

　
高
　
　
校	

重
倉
　
　
嶺

◆
銀
　
賞	

	

　
坂
城
小
３
年	

岩
淺
　
采
実

　
坂
城
小
３
年	

黒
田
　
樹
那

　
坂
城
小
４
年	

冨
山
　
心
菜

　
坂
城
小
６
年	

成
澤
　
　
葵

　
南
条
小
３
年	

大
塚
　
　
柚

　
南
条
小
５
年	

宮
下
紗
里
那

　
南
条
小
５
年	

三
井
　
陽
登

　
南
条
小
６
年	

韮
沢
　
侑
海

　
村
上
小
２
年	

中
澤
　
心
結

　
坂
城
中
１
年	

岩
戸
　
真
一

　
坂
城
中
１
年	

仙
田
　
美
月

　
坂
城
中
２
年	

西
澤
　
早
絵

　
坂
城
中
２
年	

宮
沢
　
華
奈

　
高
　
　
校	

栗
原
　
夏
来

　
高
　
　
校	

柳
澤
　
光
樹

◆
銅
　
賞	

	

　
坂
城
小
２
年	

成
澤
　
　
岳

　
坂
城
小
３
年	

仙
田
　
祐
月

　
坂
城
小
３
年	

石
倉
　
由
麻

　
坂
城
小
４
年	

成
澤
　
凜

　
坂
城
小
４
年	

鈴
木
　
彩
葉

　
坂
城
小
５
年	

柳
沢
　
美
帆

　
坂
城
小
５
年	

吉
池
　
幸
咲

　
南
条
小
２
年	

中
島
美
紀
子

　
南
条
小
４
年	

柳
沢
　
美
麗

　
南
条
小
４
年	

重
倉
　
　
凛

　
南
条
小
５
年	

片
山
　
太
一

　
南
条
小
６
年	

小
宮
山
瑛
太

　
南
条
小
６
年	

中
島
　
凜
音

　
南
条
小
６
年	

真
柴
　
澄
怜

　
村
上
小
２
年	

荻
原
　
心
雪

　
村
上
小
４
年	

星
本
　
真
希

　
坂
城
中
１
年	

林
　
　
美
咲

　
坂
城
中
２
年	

片
山
　
夏
美

　
坂
城
中
２
年	

栗
原
　
莉
来

　
坂
城
中
２
年	

三
井
　
恒
輝

　
一
　
　
般	

柳
澤
　
謙
二

　
一
　
　
般	

宮
島
　
郁
子

　
一
　
　
般	

栗
原
か
ず
子
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ふるさと探訪PART112    ２P～４P
第二十六回更埴地区短詩型文学祭    ５P～６P
第五十五回坂城町書初展、500字リレー    ７P
お知らせ、館説「開畝」    ８P

❖主な内容❖

ライフ・ステージエコー2022
　1月8日（土）、若きミュージシャンの皆さんのパ
ワーが一体となったビッグバンド「大都ジャズオー
ケストラ」によるコンサートが坂城テクノセンターで
開催されました。
スウィングジャズからビバップ、ボサノバジャズな
ど、幅広いプログラムが演奏され、観客の皆さんは
迫力のあるジャズ音楽を楽しんでいました。

　「
咲
い
た
。
咲
い
た
。
チ
ュ
ー
リ
ッ

プ
の
花
が
～
♪
」

　
あ
た
た
か
い
陽
射
し
に
誘
わ
れ

る
よ
う
に
、
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
の
花
が

咲
き
始
め
ま
し
た
。
チ
ュ
ー
リ
ッ

プ
も
桜
と
同
じ
で
、
寒
い
冬
を
越

す
こ
と
に
よ
っ
て
、
き
れ
い
な
花
を

咲
か
せ
ま
す
。
き
れ
い
な
花
が
咲

い
た
と
い
う
こ
と
は
、
こ
の
冬
の
寒

さ
が
厳
し
か
っ
た
こ
と
を
物
語
っ

て
い
ま
す
。

　
こ
の
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
の
原
産
地

は
、
ど
こ
だ
と
思
い
ま
す
か
？

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
の
背
後
に
風
車
を

取
り
入
れ
た
写
真
を
よ
く
見
か
け

ま
す
か
ら
、
多
く
の
み
な
さ
ん
が

「
オ
ラ
ン
ダ
」
と
答
え
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
し
か
し
、
原
産

地
は
ト
ル
コ
だ
そ
う
で
す
。「
チ
ュ
ー

リ
ッ
プ
」
の
こ
と
を
ト
ル
コ
語
で

「
ラ
ー
レ
」と
い
い
ま
す
。ど
う
し
て
、

「
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
」
と
い
う
名
前
に

な
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　「
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
」(T

ulip)

と
い

う
名
前
は
、
中
近
東
の
人
々
が
頭

に
被
る
布
を
巻
い
た
帽
子
タ
ー
バ

ン
に
由
来
す
る
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
ト
ル
コ
語
で
タ
ー
バ
ン
を
「
ツ

リ
バ
ン
」（tulipan

）
と
い
い
ま

す
。
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
ト
ル
コ
駐

在
外
交
官
ブ
ズ
ベ
ッ
ク
が
、
チ
ュ
ー

リ
ッ
プ
を
見
て
、
そ
の
名
前
を
ト

ル
コ
人
に
た
ず
ね
ま
し
た
。
と
こ

ろ
が
、
ト
ル
コ
人
は
花
の
形
を
聞

か
れ
た
と
勘
違
い
し
て
し
ま
い
ま

す
。
そ
こ
で
、
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
は

タ
ー
バ
ン
に
似
て
い
る
と
思
い
、「
ツ

リ
バ
ン
」
の
ラ
テ
ン
語
訳
で
あ
る

「
チ
ュ
ー
リ
バ
ン
」
と
答
え
ま
し
た
。

こ
の
「
チ
ュ
ー
リ
バ
ン
」
を
外
交
官

ブ
ズ
ベ
ッ
ク
が
花
の
名
前
と
勘
違
い

し
た
ま
ま
、
よ
そ
で
紹
介
し
て
し
ま

い
ま
し
た
。「
チ
ュ
ー
リ
バ
ン
」
は
、

そ
の
後
「
チ
ュ
ー
リ
ッ
パ
」
に
変
わ

り
、
現
在
の
「
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
」
に

変
化
し
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
本

来
な
ら
ば
、「
ラ
ー
レ
」
と
い
う
名
前

が
世
界
中
に
広
が
る
は
ず
だ
っ
た
の

で
す
が
、
人
間
の
勘
違
い
に
よ
っ
て

「
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
」
と
い
う
全
く
別
の

名
前
が
世
界
中
に
広
が
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。

　
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
の
名
前
は
、
何
十

年
も
か
け
て
世
界
に
広
が
り
ま
し

た
。
し
か
し
、
S
Ｎ
S
が
隆
盛
す
る

現
代
社
会
に
お
い
て
は
、
勘
違
い
や

間
違
っ
た
情
報
も
瞬
く
間
に
拡
散
さ

れ
て
し
ま
い
ま
す
。
最
近
で
は
、
ロ

シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
に
お

い
て
、さ
ま
ざ
ま
な
フ
ェ
イ
ク
ニ
ュ
ー

ス
が
拡
散
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
ど
ん

な
時
代
に
お
い
て
も
、
情
報
を
発
信

す
る
側
も
、
情
報
を
受
け
取
る
側
も
、

そ
の
情
報
の
真
偽
を
見
極
め
る
こ
と

が
と
て
も
重
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
正
し
く
は
、「
咲
い
た
。
咲
い
た
。

ラ
ー
レ
の
花
が
～
♪
」
と
な
り
そ
う

で
す
が
、
慣
れ
親
し
ん
だ
「
咲
い
た
。

咲
い
た
。
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
の
花
が
～

♪
」
が
や
っ
ぱ
り
落
ち
着
き
ま
す
ね
。

（
T
・
T
）

（
参
考
資
料
：
は
な
物
語
）

お　知　ら　せ

公民館文化講座 リトミック教室

キッズスポーツ教室
申込開始� ４月 ４日（月） 8:30
 ※年度途中からの受講も受け付けます。
申請場所� 坂城町公民館（文化センター２階）
　　　　　 ※ 申込書は町HP、公民館にあります。
 　受講料を添えてお申し込みください。
受 講 料 １人１講座につき受講料3,000円
開 講 式 ４月15日（金）19:00〜　
 文化センター１階大会議室
 ※ 講座の進め方などの打ち合わせを行

いますので、必ず出席してください。

　令和４年度文化講座の受講生を募集します。全講
座初心者を対象としていますので、ぜひお申し込み
ください。なお、複数の講座の受講もできます

　音楽（リズム）を用いて人間形
成に欠かせない「社会性」、「創造
性」、「感受性」を育てる楽しい講
座です。保護者と子どもで参加し
てください。

　軽運動や楽しいゲームなどで基礎的な身体づくり、
コミュニケーションづくりをする講座です。

　今年の８月15日（月）に開催を予定している二十歳のつどいの実行委員を
募集しています。興味のある方は公民館事務局までご連絡ください。
　該当者：平成13年４月２日から平成14年４月１日生まれの方です。

二十歳のつどい
実行委員募集中！

申込開始 ４月４日（月）　8:30
期　　日� ４月27日〜２月22日　毎週水曜日（年間40回）
 10:00〜11:30
会　　場 文化センター大会議室
指 導 者 中沢敏江さん（リトミック研究センター特別講師）
対　　象� １歳〜未就園児とその保護者（１歳未満は要相談）
受 講 料� 8,000円　　定　　員　20組

申込開始� ４月11日（月）　8:30
期　　日� ５月11日〜３月8日　毎週水曜日（年間30回）
 16:30〜17:30
会　　場� 坂城町武道館
指 導 者� 長野体育指導センター指導員
対　　象� ４・５歳児
受 講 料� 15,000円　　定　　員　30名
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